
  

第 ７  ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 の 設 置 等 に 関 す る 指 導 基 準  

 

１  趣 旨  

こ の 基 準 は 、ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 の 設 置 及 び 維 持 に 関 し 、令 、規   

 則 及 び 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

２  設 置 方 法 等  

設 置 方 法 等 は 、「 第 ６  不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 の 設 置 等 に 関 す る 指

 導 基 準 （ 以 下 「 不 活 性 ガ ス 消 火 」 と い う 。 ） 」 ２ （ ３ ） か ら （ ９ ）

 ま で に 準 ず る ほ か 、 次 に よ る こ と 。  

（ １ ）ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 を 設 け る 場 合 は 、原 則 と し て 全 域 放 出 方

  式 と す る こ と 。  

（ ２ ）全 域 放 出 方 式 及 び 局 所 放 出 方 式 の ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備（ ハ ロ

ン １ ３ ０ １ を 放 出 す る も の を 除 く 。）は 令 又 は 条 例 に 基 づ き 設 置

す る 場 合 以 外 で あ っ て も 、常 時 人 が い な い 部 分 以 外 の 部 分 に は 設

置 し て は な ら な い 。  

（ ３ ）全 域 放 出 方 式 の 防 護 区 画 ご と の 消 火 剤 は 次 に よ る も の と す る こ

  と 。  

 ○ ： 設 置 で き る 。  ×： 設 置 で き な い 。  

              消火剤 
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 常時人がいない部分以外の部分  ×  ×  〇  ×  ×  ×  

常

時

人

が

い

な

い

部

分 

防 護 区 画 の 面 積 が 1 0 0 0㎡ 以 上

又 は 体 積 が 3000㎥以 上 の も の  
×  ×  〇  ×  ×  ×  

そ

の

他

の

も

の 
自 動 車 の 修 理 又 は 整 備 の 用

に供される部分  
×  ×  〇  〇  〇  〇 

駐車の用に供される部分  ×  ×  〇  〇  〇  〇※2 

発電機  

室等  

ガスタービン発電機

が設置されるもの 
×  ×  〇  ×  ×  ×  

その他のもの  ×  ×  〇  〇  〇  〇  

多量の火気を使用する部分  ×  ×  〇  ×  ×  ×  

通 信 機 器 室  ×  ×  〇  〇  〇  〇  

指定可燃

物を貯蔵

し、取扱う

部分 

可燃性固体類等  〇  〇  〇  ×  ×  ×  

木材加工品等  

合成樹脂類（不燃性又は

難燃性でないゴム製品、

ゴム半製品、原料ゴム及

びゴムくずを除く。） 

×  〇  〇  ×  ×  ×  



  

※ １  Ｈ Ｆ Ｃ － ２ ３ 、 Ｈ Ｆ Ｃ － ２ ２ ７ ｅ ａ 及 び Ｆ Ｋ － ５ － １ － １ ２ に

  つ い て は 、 ×印 の 部 分 で も 、 18（ １ ） に よ り 評 価 を 受 け て 設 置 す

  る こ と が で き る 。   

※ ２  機 械 式 立 体 駐 車 場 を 除 く 。  

３  使 用 抑 制 等 に つ い て  

ハ ロ ン ２ ４ ０ ２ 、ハ ロ ン １ ２ １ １ 及 び ハ ロ ン １ ３ ０ １ に つ い て は 、

 オ ゾ ン 層 を 破 壊 す る 特 定 物 質 に 指 定 さ れ て い る こ と か ら 、 上 記 １ に

 係 ら ず ク リ テ ィ カ ル ユ ー ス （ 必 要 不 可 欠 な 分 野 に お け る 使 用 ） を 除

 き 、 使 用 が 制 限 さ れ て い る た め 、 ハ ロ ン ２ ４ ０ ２ 、 ハ ロ ン １ ２ １ １

 及 び ハ ロ ン １ ３ ０ １ を 設 置 す る 場 合 に つ い て は 、 次 表 に よ る こ と 。  

使 用 用 途 の 種 類  用    途    例  

通  

信  

機  

関  

係  

等  

通 信 機 室 等  

通 信 機 械 室 、無 線 機 室 、電 話 交 換 室 、磁

気 デ ィ ス ク 室 、電 算 機 室 、サ ー バ 室 、信

号 機 器 室 、テ レ ッ ク ス 室 、電 話 局 切 替 室 、

通 信 機 調 整 室 デ ー タ プ リ ン ト 室 、補 機 開

閉 室 、電 気 室（ 重 要 イ ン フ ラ の 通 信 機 器

室 等 に 付 属 す る も の ）   

放 送 室 等  

Ｔ Ｖ 中 継 室 、リ モ ー ト セ ン タ ー 、ス タ ジ

オ 、 照 明 制 御 室 、 音 響 機 器 室 、 調 整 室 、

モ ニ タ ー 室 、 放 送 機 材 室   

制 御 室 等  
電 力 制 御 室 、 操 作 室 、 制 御 室 、 管 制 室 、

防 災 セ ン タ ー 、 動 力 計 器 室   

発 電 機 室 等   
発 電 機 室 、変 圧 器 、冷 凍 庫 、冷 蔵 庫 、電

池 室 、 配 電 盤 室 、 電 源 室  

ケ ー ブ ル 室 等  
共 同 溝 、 局 内 マ ン ホ ー ル 、 地 下 ピ ッ ト 、

Ｅ Ｐ Ｓ  

フ ィ ル ム 保 管 庫  
フ ィ ル ム 保 管 庫 、調 光 室 、中 継 台 、Ｖ Ｔ

Ｒ 室 、テ ー プ 室 、映 写 室 、テ ー プ 保 管 庫  

危 険 物 施 設 の 計  

器 室 等   

危 険 物 施 設 の 計 器 室  

歴 史 的 遺 産 等  

（ 美 術 品 展 示 室 等 ）  

重 要 文 化 財 、美 術 品 保 管 庫 、展 覧 室 、展

示 室  

危  

険  

物  

関  

係  

貯 蔵 所 等   危 険 物 製 造 所 （ 危 険 物 製 造 作 業 室 に 限

る 。）、危 険 物 製 造 所（ 左 記 を 除 く 。）、

屋 内 貯 蔵 所（ 防 護 区 画 内 に 人 が 入 っ て 作

業 す る も の に 限 る 。）、屋 内 貯 蔵 所（ 左

記 を 除 く 。 ） 燃 料 室 、 油 庫  

塗 装 等 取 扱 所  充 填 室 、塗 料 保 管 庫 、切 削 油 回 収 室 、塗



  

装 室 、 塗 装 等 調 合 室  

危 険 物 消 費 等 取  

扱 所   

ボ イ ラ ー 室 、焼 却 炉 、燃 料 ポ ン プ 室 、燃

料 小 出 室 、詰 替 作 業 室 、暖 房 機 械 室 、蒸

気 タ ー ビ ン 室 、ガ ス タ ー ビ ン 室 、鋳 造 場 、

乾 燥 室 、洗 浄 作 業 室 、エ ン ジ ン テ ス ト 室  

油 圧 装 置 取 扱 所   油 圧 調 整 室  

タ ン ク 本 体  タ ン ク 本 体 、屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所 、屋 内 タ

ン ク 室 、地 下 タ ン ク ピ ッ ト 、集 中 給 油 設

備 、製 造 所 タ ン ク 、イ ン ク タ ン ク 、オ イ

ル タ ン ク  

浮 屋 根 式 タ ン ク  浮 屋 根 式 タ ン ク の 浮 屋 根 シ ー ル 部 分  

Ｌ Ｐ ガ ス 付 臭 室  都 市 ガ ス 、 Ｌ Ｐ Ｇ の 付 臭 室  

駐  

車  

場  

自 動 車 等 修 理 場  自 動 車 修 理 場 、 自 動 車 研 究 室 、 格 納 庫  

駐 車 場 等  自 走 式 駐 車 場 、機 械 式 駐 車 場（ 防 護 区 画

内 に 人 が 乗 り 入 れ る も の に 限 る 。）、機

械 式 駐 車 場（ 左 記 を 除 く 。）、ス ロ ー プ 、

車 路  

そ  

の  

他  

機 械 室 等  エ レ ベ ー タ ー 機 械 室 、空 調 機 械 室 、受 水

槽 ポ ン プ 室  

厨 房 室 等  フ ラ イ ヤ ー 室 、 厨 房 室  

加 工 ・ 作 業 室 等  光 学 系 組 立 室 、漆 工 室 、金 工 室 、発 送 室 、

梱 包 室 、印 刷 室（ 輪 転 機 が 存 す る も の を

除 く 。）、輪 転 機 が 存 す る 印 刷 室 、ト レ

ー サ ー 室 、工 作 機 械 室 、製 造 設 備 、溶 接

ラ イ ン 、 エ ッ チ ン グ ル ー ム 、 裁 断 室  

研 究 試 験 室 等   試 験 室 、技 師 室 、研 究 室 、開 発 室 、分 析

室 、実 験 室 、計 測 室 、細 菌 室 、電 波 暗 室 、

病 理 室 、 洗 浄 室 、 放 射 線 室  

倉 庫 等  倉 庫 、梱 包 倉 庫 、収 納 室 、保 冷 室 、ト ラ

ン ク ル ー ム 、 紙 庫 、 廃 棄 物 庫  

書 庫 等  書 庫 、資 料 室 、文 書 庫 、図 書 室 、カ ル テ

室  

貴 重 品 等  金 庫 室 、 宝 石 ・ 毛 皮 ・ 貴 金 属 販 売 室  

そ の 他  事 務 室 、応 接 室 、会 議 室 、食 堂 、飲 食 店  

※ 網 掛 け 部 分 は 、 ク リ テ ィ カ ル ユ ー ス に 該 当 す る 用 途 を 示 す 。  

 

 

 



  

４  貯 蔵 容 器 置 場  

  貯 蔵 容 器 置 場 は 、「 不 活 性 ガ ス 消 火 」３（ １ ）か ら（ ３ ）及 び（ ５ ）

か ら （ ７ ） ア ま で に 準 ず る ほ か 次 に よ る こ と 。  

（ １ ） 貯 蔵 容 器 置 場 の 出 入 口 に は 、 「 ハ ロ ゲ ン 化 物 （ 消 火 剤 名 ） 消

火 設 備 貯 蔵 容 器 置 場 」 及 び 「 立 入 禁 止 」 の 表 示 を す る こ と 。  

（ ２ ） 貯 蔵 容 器 に は 、 次 の 表 示 を 設 け る こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

５  配 管 等  

  配 管 等 は 、 「 不 活 性 ガ ス 消 火 」 ４ に 準 ず る こ と 。  

６  制 御 盤  

制 御 盤 は 、 「 不 活 性 ガ ス 消 火 」 ５ に 準 ず る こ と 。  

７  火 災 等 の 表 示 装 置  

  火 災 等 の 表 示 装 置 は 、 「 不 活 性 ガ ス 消 火 」 ６ に 準 ず る こ と 。  

８  音 響 警 報 装 置  

  音 響 警 報 装 置 は 、 「 不 活 性 ガ ス 消 火 」 ７ に 準 ず る こ と 。  

９  起 動 装 置   

起 動 装 置 に つ い て は 、 次 に よ る こ と 。  

（ １ ） 全 域 放 出 方 式 の 起 動 は 、 次 に よ る こ と 。  

  ア  ハ ロ ン ２ ４ ０ ２ 、 ハ ロ ン １ ２ １ １ 及 び ハ ロ ン １ ３ ０ １ を 放

 射 す る も の に あ っ て は 、 手 動 式 と す る 。 た だ し 、 防 火 対 象 物

 が 無 人 の 場 合 又 は 手 動 式 に よ る こ と が 不 適 当 な 場 所 に 設 け る

 も の に あ っ て は 、 自 動 式 と す る こ と 。  

  イ  Ｈ Ｆ Ｃ － ２ ３ 及 び Ｈ Ｆ Ｃ － ２ ２ ７ ｅ ａ 及 び Ｆ Ｋ － ５ － １ －

 １ ２ を 放 射 す る も の に あ っ て は 、 自 動 式 と す る こ と 。  

ウ  点 検 等 で 防 護 区 画 内 が 有 人 と な る 場 合 に は 、手 動 式 に 切 り 替

   え る こ と 。  

（ ２ ） 自 動 式 の 起 動 装 置  

  自 動 式 の 起 動 装 置 は 、「 不 活 性 ガ ス 消 火 」８（ ２ ）に 準 ず る こ と 。  

（ ３ ） 手 動 式 の 起 動 装 置  

手 動 式 の 起 動 装 置 は 、「 不 活 性 ガ ス 消 火 」８（ ３ ）（ エ（ ア ）を

 除 く 。）に 準 ず る と と も に 、手 動 式 の 起 動 装 置 の 表 示 は 次 の 例 に よ

 る こ と 。  



  

手 動 式 の 起 動 装 置 の 表 示  

 

  

 

  

10  保 安 措 置  

  保 安 措 置 は 、 「 不 活 性 ガ ス 消 火 」 ９ （ １ ） 、（４）か ら （ ７ ） 及

び （ ９ ） に 準 ず る ほ か 、 次 に よ る こ と 。  

（１）全 域 放 出 方 式 の 防 護 区 画 の 外 側 に は 、 次 の 例 の よ う な 表 示 を 主

 要 な 出 入 口 扉 等 の 見 易 い 位 置 に 設 け る こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

（ ２ ）全 域 放 出 方 式 の 防 護 区 画 内 に は 、見 易 い 位 置 に 次 の 例 の よ う な

  表 示 を 設 け る こ と 。  

  ア  音 響 警 報 装 置 が 音 声 の 場 合  

 

 

 

 

         

 

 

イ  音 響 警 報 装 置 が サ イ レ ン 、 ベ ル 等 の 場 合  

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ３ ） 全 域 放 出 方 式 の 起 動 装 置 の 放 出 用 ス イ ッ チ 又 は 引 き 栓 等 の 作

動 か ら 貯 蔵 容 器 の 容 器 弁 又 は 放 出 弁 の 開 放 ま で の 時 間（ 以 下「 遅

延 時 間 」 と い う 。 ） は 、 次 に よ る も の と し 、 遅 延 時 間 の 調 整 用



  

ダ イ ヤ ル が 容 易 に 変 更 で き る も の に あ っ て は 、 設 定 後 シ ー ル 等

で 調 整 用 ダ イ ヤ ル を 固 定 す る こ と 。  

ア  ハ ロ ン ２ ４ ０ ２ 、ハ ロ ン １ ２ １ １ 及 び ハ ロ ン １ ３ ０ １ を 放 射

す る も の は 、 遅 延 時 間 を ２ ０ 秒 以 上 と す る こ と 。 た だ し 、 ハ ロ

ン １ ３ ０ １ を 放 射 す る も の に あ っ て は 遅 延 時 間 を 設 け な い こ と

が で き る 。  

イ  Ｈ Ｆ Ｃ － ２ ３ 、Ｈ Ｆ Ｃ － ２ ２ ７ ｅ ａ 及 び Ｆ Ｋ － ５ － １ － １ ２

を 放 射 す る も の は 、直 ち に 放 出（ ５ 秒 以 内 ）す る こ と 。た だ し 、

防 護 区 画 の 形 成 の た め 直 ち に 消 火 剤 を 放 出 で き な い 場 合 は 、 防

護 区 画 の 形 成 に 要 す る 時 間（ ２ ０ 秒 以 内 ）と す る こ と が で き る 。  

1 1  防 護 区 画  

  全 域 放 出 方 式 の ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 を 設 置 し た 防 護 区 画 は 、 

 「 不 活 性 ガ ス 消 火 」 1 0に 準 ず る こ と 。な お 、（ ５ ）に つ い て は 、窒

 素 、 Ｉ Ｇ － ５ ５ 及 び Ｉ Ｇ － ５ ４ １ を 放 射 す る も の に 準 ず る こ と 。  

12  防 護 区 画 に 隣 接 す る 部 分 に 係 る 安 全 対 策  

全 域 放 出 方 式 の ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 を 設 置 し た 防 護 区 画 に 隣

 接 す る 部 分 に 係 る 安 全 対 策（ Ｈ Ｆ Ｃ － ２ ３ 、Ｈ Ｆ Ｃ － ２ ２ ７ ｅ ａ 及

 び Ｆ Ｋ － ５ － １ － １ ２ を 放 射 す る も の で 、防 護 区 画 の 位 置・構 造 等

 を 勘 案 し て 必 要 と す る 場 合 に 限 る 。 ） は 、 「 不 活 性 ガ ス 消 火 」 1 1

 （ １ ）か ら（ ７ ）（（ ３ ）を除く。）に 準 ず る と と も に 、隣 接 区 画 の

 す べ て の 出 入 口（ 防 護 区 画 の 出 入 口 を 除 く 。）扉 等 の 外 側 の 見 や す

 い 位 置 に 、次 の 例 の よ う な 表 示 を 設 け る こ と 。た だ し 、防 護 区 画 に

 お い て 放 出 さ れ た 消 火 剤 が 開 口 部 か ら 防 護 区 画 に 隣 接 す る 部 分（ 以

 下「 隣 接 区 画 」と い う 。）に 流 入 す る 恐 れ が な い 場 合 又 は 保 安 上  

 の 危 険 性 が な い 場 合 に あ っ て は 、 こ の 限 り で な い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

13  避 圧 措 置  

全 域 放 出 方 式 の ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備（ Ｈ Ｆ Ｃ － ２ ３ 、Ｈ Ｆ Ｃ －

 ２ ２ ７ ｅ ａ 及 び Ｆ Ｋ － ５ － １ － １ ２ を 放 射 す る も の に 限 る 。）を 設

 置 し た 防 護 区 画 内 に は 、「 不 活 性 ガ ス 消 火 」 1 2（ １ ）か ら（ ５ ）に

 定 め る 圧 力 上 昇 を  防 止 す る た め の 措 置 を す る と と も に 、 避 圧 口

 の 面 積 算 定 方 法 は 、 次 に よ る こ と 。  



  

    

   Ａ =Ｋ ・ Ｑ ／ √ （ Ｐ － ∆  P－ P u）  

    Ａ ： 避 圧 口 面 積 (㎠ )  

    Ｋ ： 消 火 剤 に よ る 定 数 （ Ｈ Ｆ Ｃ － ２ ３ ： ２ ７ ３ ０ ）  

              （ Ｈ Ｆ Ｃ － ２ ２ ７ ｅ ａ ： １ １ ２ ０ ）  

              （ Ｆ Ｋ － ５ － １ － １ ２ ： ５ ８ ０ ）  

    Ｑ ： 噴 射 ヘ ッ ド か ら の 最 大 流 量 （ k g／ 秒 ）  

    Ｐ ： 防 護 区 画 の 許 容 圧 力 （ ㎩ ）  

    ∆  P :ダ ク ト と の 圧 力 損 失 （ ㎩ ）  

    P u： 外 気 風 圧 （ 避 圧 口 に 対 す る 押 し 込 み 圧 力 ）  

    注 ： ２ 面 以 上 の 開 放 性 を 有 す る 屋 上 の ハ ト 小 屋 、 排 気 筒    

     な ど 外 気 風 圧 の 影 響 を 受 け な い も の に あ っ て は 、 ０ ㎩  

     と す る 。  

    

   〔 外 気 風 圧 の 計 算 例 〕  

     P u = (１ ／ ２ )×１ .２ １ ×（ 豊 田 市 に お け る 過 去 １ ０ 年 間 の  

     最 大 風 速 ( m / s ) 2）  

     又 は  

     P u = (１ ／ ２ )×１ .２ １ × (３ ０ m / s )２ =５ ４ ５  

    

14  排 出 措 置  

  排 出 措 置 は 、 「 不 活 性 ガ ス 消 火 」 1 3に 準 ず る こ と 。  

15  非 常 電 源  

非 常 電 源 は 、 「 不 活 性 ガ ス 消 火 」 1 4に 準 ず る こ と 。  

16  パ ッ ケ ー ジ 型 の 設 置  

  貯 蔵 容 器 と 制 御 機 構 等 を 一 体 と し た 比 較 的 簡 易 な 装 置（ 以 下「 パ

ッ ケ ー ジ 型 」 と い う 。 ） の 設 置 （ ハ ロ ン １ ３ ０ １ を 放 射 す る も の

を 除 く 。 ） は 、 「 不 活 性 ガ ス 消 火 」 1 5（ １ ） か ら （ ３ ） に よ る ほ

か 、 ２ 及 び 1 2に 準 ず る こ と 。  

17  移 動 式 の ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備  

  移 動 式 の ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 は 、「 不 活 性 ガ ス 消 火 」 1 5（ １ ）

か ら （ ３ ） に 準 ず る ほ か 、 次 の 例 に よ り 表 示 を す る こ と 。  

（ １ ） ホ ー ス の 長 さ は 、 ホ ー ス 接 続 口 か ら の 水 平 距 離 が ２ ０ ｍ の 範

  囲 内 の 防 護 対 象 物 の 各 部 分 に 有 効 に 放 射 す る こ と が で き る 長 さ

  と す る こ と 。  

 

 

 

 



  

（ ２ ） 名 称 の 表 示  

  

 

 

（ ３ ） 使 用 方 法 の 表 示  

        

 

 

 

 

 

 

18  そ の 他  

  そ の 他 に つ い て は 、 次 に よ る こ と 。  

（ １ ） ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 （ Ｈ Ｆ Ｃ － ２ ３ 、 Ｈ Ｆ Ｃ － ２ ２ ７ ｅ ａ

  及 び Ｆ Ｋ － ５ － １ － １ ２ を 放 射 す る も の に 限 る 。 ） を 規 則 第 ２

  ０ 条 第 ４ 項 に 定 め る 場 所 以 外 の 部 分 に 設 置 す る 場 合 は 、 一 般 財

  団 法 人 日 本 消 防 設 備 安 全 セ ン タ ー の 評 価 に お い て 、 「 迅 速 に 避

  難 及 び 無 人 状 態 の 確 認 が 確 実 に 行 な え る こ と 」 、 「 誤 操 作 等 に

  よ る 不 用 意 な 放 出 が 防 止 さ れ て い る こ と 」 な ど の 安 全 対 策 が 確

  認 さ れ て い る も の に 限 り 令 第 ３ ２ 条 又 は 条 例 第 ４ ５ 条 に 規 定 す

  る 特 例 を 適 用 し 設 置 す る こ と が で き る 。  

（ ２ ）ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 の 維 持 管 理 の た め 、放 出 さ れ る 消 火 剤 の

  毒 性 等 に つ い て 、 関 係 者 に 情 報 提 供 す る と と も に 、 ガ ス 濃 度 測 定

  器 、 空 気 呼 吸 器 等 の 附 置 に つ い て も 説 示 し て お く こ と 。  

 

  附  則  

こ の 基 準 は 、 平 成 ２ ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

  附  則  

こ の 基 準 は 、 令 和 ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

１  消 火 剤 の 主 な 物 理 ・ 化 学 的 性 質          参 考 資 料  

 ハロン 

2402 

ハロン 

1211 

ハロン 

1301 

HFC 

－23 

HFC－

227ea 

FK－5－ 

1－12 

化学式 C2F4Br2 CF2CIBr CF3Br CＨF3 
CF3 CＨF  

CF3 

CF3CF2C 

(O)CF 

(CF3) 2 

分子量 259.8 165.4 148.9 70.01 170.03 316 

沸点（℃.1atm） 47.3 －3.4 －57.8 －82.1 －16.4 49.0 

飽和蒸気圧 

（25℃.kgf/㎠ abs.） 0.47 2.80 16.5 45 4.5 4.33 

消炎濃度(vol%) 2.3 3.5 3.4 12.9 6.6 4.8 

設計濃度（%） 3.5 5.04 5.0 16.1 7.0 5.8 

放出後の酸素濃度（%） 21.0 19.9 20.0 17.6 19.5 19.8 

設計消火剤量(kg/㎥) 

可燃性固体類又は 

液体類によるもの 
0.4 0.36 0.32 0.52 0.59 0.84 

毒性 

ＬＣ50 

又は 

ＡＬＣ(%) 
13 以下 30 以下 80 以下 65 以下 80 以下 ＞10 

ＬＯＡＥ

Ｌ(%) 
― 1 7.5 50 以下 10.5 ＞10 

ＮＯＡＥ

Ｌ(%) 
― 0.5 5 50 9 10 

主な分解ガス HBr.HF 
HBr.HF.

HFC 
HBr.HF ＨＦ ＨＦ ＨＦ 

オゾン層破 

壊係数(ＯDP) 
6 3 10 0 0 0 

地球温暖化指数

(GWP) 
ー 1300 4900 9000 2050 1 

色 無色透明 無色透明 無色透明 無色透明 無色透明 無色透明 

貯蔵状態 

液体 

（Ｎ2加

圧） 

液体（貯

蔵タンク

に加圧ガ

ス（Ｎ2）

を送り込

んで加圧

放出） 

液体 

（Ｎ2加

圧） 

液体 

液体 

（Ｎ2加

圧） 

液体 

(Ｎ２加 

圧) 

 

比容積(㎥/kg) ― 0.13 0.16 0.34 0.14 
0.0733 

 

におい 無臭 無臭 

弱い 

エーテ

ル臭 

無臭 無臭 
わずか

な臭気 



  

 

 ＬＣ５０：ラットに対する通常１～４時間暴露で、被検対象の５０％が死亡する濃度    

 ＡＬＣ：１５分暴露で、ラットの半数が死亡する濃度 

 ＬＯＡＥＬ：人がガスにさらされた時、毒性又は生理的変化を観察しうる最低濃度 

 ＮＯＡＥＬ：人がガスにさらされた時、何の変化も観察できない最高濃度 

 

２  消 火 原 理  

  ハ ロ ゲ ン 化 物 は 、高 絶 縁 性 、低 毒 性 、高 浸 透 性 、低 汚 損 性 等 に 優

 れ た 消 火 剤 で 、 化 学 連 鎖 反 応 の 抑 制 に よ り 消 火 す る 。  

３  防 護 区 画 に 放 出 さ れ た 消 火 剤 の 危 険 性  

（ １ ） 各 消 火 剤 共 通 の 危 険 性  

消 火 剤 を 放 出 す る と 火 災 時 の 火 熱 に よ り 消 火 剤 が 熱 分 解 し フ ッ

化 水 素 （ Ｈ Ｆ ） 等 の 有 毒 な 分 解 ガ ス が 発 生 す る 。 （ フ ッ 化 水 素 の

労 働 衛 生 上 の 許 容 濃 度 は ３ p p mと さ れ て い る 。 ）  

フ ッ 化 水 素 等 の 有 毒 な 分 解 ガ ス の 発 生 を 極 力 抑 え る に は 、必 要 消

火 剤 を 可 能 な 限 り 早 く 放 射 し 早 期 に 消 火 す る こ と が 必 要 で あ り 、

こ の 点 が 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 と 相 違 す る 。  

（ ２ ） ハ ロ ン ２ ４ ０ ２ 、 ハ ロ ン １ ２ １ １ 及 び ハ ロ ン １ ３ ０ １  

  フ ッ 化 水 素 の 他 、 臭 化 水 素 （ Ｈ Ｂ ｒ ） が 発 生 す る 。  

（ ３ ） Ｈ Ｆ Ｃ － ２ ３ 、 Ｈ Ｆ Ｃ － ２ ２ ７ ｅ ａ 及 び Ｆ Ｋ － ５ － １ － １ ２  

 可 燃 物 の 種 類 、可 燃 物 の 燃 焼 規 模 、消 火 剤 の 放 射 時 間 等 の 条 件 に

よ り 異 な る が 、 ハ ロ ン １ ３ ０ １ の 場 合 に 比 べ て フ ッ 化 水 素 （ Ｈ Ｆ ）

が 約 ６ か ら ８ 倍 発 生 す る 。（ １ ０ 秒 放 射 時 に お い て の フ ッ 化 水 素 の

発 生 量 は ３ ０ p p m程 度 と さ れ て い る 。 ）  

  フ ッ 化 水 素 の 発 生 量 を で き る だ け 抑 え る た め に は 、ハ ロ ン １ ３ ０

 １ 以 上 に 早 期 発 見 に よ る 初 期 消 火 と 、可 能 な 限 り 必 要 消 火 剤 を 早 く

 放 射 （ １ ０ 秒 以 内 ） す る こ と が 必 要 で あ る 。  

 

 


